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1 

 

東京大学果樹園跡地には下の配置図のとおり様々な建築物がありますが、1945年以前

に建てられた「近代建築物」11棟の建築物を調査いたしました。 

2021年 5月 17日（月）に水沼淑子関東学院大学名誉教授と小澤朝江東海大学工学

部建築学科教授を招いて、二宮町施設再編課長と財務課長の立ち合いのもとに建物内に

も立ち入りました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

近代建築物一覧 
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No. 建築物名 配置図 

番号 

竣工年月 建築構造 建物 

面積 

延べ

床面

積 

1 

 

学生宿舎 3 １９３４(昭和９)年 

12月 

木造二階建て 233

㎡ 

419

㎡ 

2 

 

倉庫 9 １９３１(昭和６)年 

10月 

木造一階建て  99

㎡ 

 99

㎡ 

3 収納舎 5 １９３８(昭和 13)年 

１月 

木造一階建て  59

㎡ 

 59

㎡ 

4 生産物加工室 4 １９３５(昭和 10)年 

10月 

木造一階建て 133

㎡ 

133

㎡ 

5 実験室 7 １９３８(昭和 13)年 

2月 

木造一階建て  39

㎡ 

 39

㎡ 

6 管理舎 1 １９２６(大正 15)年 

11月 

木造一階建て  66

㎡ 

 66

㎡ 

7 第 1号果物貯蔵庫 10 １９３７(昭和 12)年 

1月 

鉄筋コンクリート 

造一階建て  

  8

㎡ 

 8

㎡ 

8 第 2号果物貯蔵庫 11 １９３７(昭和 12)年 

1月 

木造一階建て  24

㎡ 

 24

㎡ 

9 堆肥舎 12 １９３７(昭和 12)年 

10月 

木造一階建て  33

㎡ 

 33

㎡ 

10 肥料舎 2 １９２１(大正 10)年 

3月 

木造一階建て  33

㎡ 

 33

㎡ 

11 正門 

 

6 １９３４(昭和９)年 

12月 

鉄筋コンクリート 

造 
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肥料舎を除くほとんどの躯体は強固で、各棟特色のある建築物ですが、生産物加工室と

管理舎の屋根は壊れています。学生宿舎は、天井に雨漏りのシミが見られ、畳に動物のフン

が残っていました。 

肥料舎は藤のつるが絡み、それで保っているような状態です。 

全棟を果樹園と一体となった産業遺跡として登録有形文化財建造物に指定すれば、町の

魅力向上につながると思いますが、二宮町ではこの土地の将来計画が未だなく、近代建築

物など文化財を活かした将来計画を町にできるだけ早く提案する必要があります。 

 

二人の教授からいただいた助言は次のとおりです。 

1 全棟保全の必要性 

近代建築物が 11棟も残っていて、しかも果樹園と一緒に現存していること、近年産業遺跡

に脚光を浴びていることもあり、自然と文化財が一体となったこの雰囲気を活かすことが重要で

す。 

時代を映す建物であり、産業遺産と二宮の町のカラーが一緒になってできたものであり、二

宮の個性を作るもので、二宮町の魅力形成に非常に重要です。登録有形文化財建造物に

指定すれば、町の魅力向上につながります。 

ロープ―ウェイ発着所は、小田原厚木道路上のＡ地区の方にも遺構がないか確認した方

が良いでしょう。 

各棟の躯体は強固でそれぞれに特徴があり、その魅力を活かした活用を考えていく必要があ

ります。 

 

2 屋根補修の緊急性 

特に生産物加工室と管理舎の屋根が落ち、シートや波板パネルなど緊急に屋根を覆い、

応急措置が必要。水の侵入を防ぎ、建物の崩壊を防ぐ必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 近代建築物の現況図の作成 

配置図、平面図が必要です。創建図が大学に残っているとよいでしょう。 

近隣の東海大学などとのコラボなどを考え、協働体制をつくるとよいでしょう。 

建築士会が育成している歴史的建造物の保全活用に係る専門家であるヘリテージマネー

ジャーの実習地として活用してもらい、建物見学を行い、現況を記録したらよいでしょう。 
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4 保全の方法 

全棟を一遍に保全するのではなく、優先順位をつけて一棟ずつ行い、保全したことによる効

果を周知させ、次につなげていくことが必要です。 

建物の外観は分けて考えて、外観はワークショップなどで実施するとよいでしょう。 

学生宿舎は躯体が強固で柱など太いが、節が多く、強固さを重視しているので、まずは外

観に手をいれるとよいでしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

管理舎は繊細な建築物なので、保全に時間を要するでしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 写真、図、イラストは、まちづくり工房「しお風」提供 

 
 

 


